
BIMと情報環境WG委員

吉田 哲

株式会社 日建設計

BIMマネジメント室長

BBIIMM推推進進をを円円滑滑にに進進めめるるたためめののポポイインントト

167
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はじめに

経歴 一級建築士

年 日建設計入社

年 設計監理部門 デジタルデザイングループ

マネジメント室 室長

設計情報室 （ ・ （３ ）、 ソフト構築、コンペ支援）
プレゼンテーション室 （コンペ・プロポーザ支援）
設計部 （医療施設・研究施設）
監理部 （医療施設）
設計室 （医療施設・研究施設）
経営企画室（制度企画・設計）
情報企画室（制度企画・設計）
プレゼンテーション部 （プロジェクトマネジメント）

元年
３Ｄセンター部 （ 推進マネジメント）
３Ｄセンター室・ＤＤＬ室 （デジタルデザイン推進）
３Ｄセンター室・ＤＤＬ室・ＣＧスタジオ （デジタルデザイン推進）
３Ｄセンター室・ＤＤＬ室・ＣＧスタジオ・ 推進室 （デジタルトランスフォーメーション）
３Ｄセンター室・ＣＧスタジオ・ 推進室 （デジタルトランスフォーメーション）

マネジメント室（３ センター室から名称変更）

吉吉 田田 哲哲
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ＢＩＭ講習会新規講習 3

これからのトピック

トピック

・２０２５年～２７年 確認申請での データの受付開始

審査自体は 図面審査であり、従来の審査が大きく変わるわけではない

図面間の整合性担保や、凡例や記号の標準化により審査業務を軽減

モデルを事前にチェックでき、必要な図面・資料を早めに確定できる

設計業務に大きな負荷を与えない（これから でやる場合はどうしても負荷はかかる）

・それまでに

住宅局：確認申請用の標準 モデルを公開（

官庁営繕部：営繕発注の案件での納品標準 モデルを公開 から順次

設計三会：設計標準パラメータ（ ）の公開

都市機構による設計 ガイドラインの公開

： オブジェクト標準 公開 ： ライブラリ技術研究組合

２
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これからのトピック２
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これからのトピック２
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これからのトピック（確認申請 モデル）２

172



ＢＩＭ講習会新規講習 7

の使い方

を効果的に使う

・設計者個人のできる業務を増やす

を使うことで図面間チエック、最新データの把握、修正リストの把握により

時間を短縮。

・設計チームで共有環境をつくり情報齟齬を作らない

（ ）等の情報共有環境で、関係者間での

データや各種ドキュメントの一括管理を行う。

設計者の仕事のうち調整・確認作業が半分に迫る。これを軽減させる。

３
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ＢＩＭ講習会新規講習 8

の使い方３

を効果的に使う

共有環境が重要

意匠・構造・設備・監理

発注者・設計者・審査者

発注者・設計者・施工者・
サブコン等
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ＢＩＭ講習会新規講習 9

の教育・啓蒙

の教育・啓蒙

・チーム全員に に関する基礎知識をもたせること

デザインアーキテクトやプロジェクトマネジャー： の特性を知る。

（チーフ）アーキテクト： の特性、 データの閲覧、入力の仕掛けを知る。

スタッフ： モデルを仕様や属性を含めて入力・指示できる。

（オペレータは基本建築設計はわからないという前提で指示書を作る）

・ スキルそのものは非競争領域（高品質なデザインをすることが競争領域）

設計者（事務所）間で勉強会やツールの意見交換会などを行う。

ネット等の教育動画などの活用。

４

とと
異異ななるる
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の教育・啓蒙４

① BIMの背景

② BIMと設計

③ BIMの操作

④ BIMの方針

役員クラス
スタッフ 他の部署意匠 構造 設備

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇

★ ★ 〇 〇

〇＝できる・知る ★＝決める

〇
情報を確認

戦略
BIM推進

戦術
PJでのBIM
推進

一般図モデル
〇

意匠 構造 設備
プロフェッショナル

一般図モデル
以上

情報を確認

重重要要
でですす

重重要要
でですす全員がデータを

共有できる

プロジェクトの戦略

設計方針

方針・目標

もの決めのフロー

入力のフロー

確認のフロー

連携のフロー
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ＢＩＭ講習会新規講習 11

の教育・啓蒙４

出典：日刊建設通信新聞 コラム より

教教育育・・ ラライイブブララリリ・・確確認認テテンンププレレーートト
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周辺ソフトウェア

を中心としたソフトウェアが必要なケースも

・ は ソフトを入れただけではなかなか活用が難しい。

例 ソフト： 等

のアドオンソフト（日影、面積、避難計算、省エネ等）

自由に３ モデル化： 、 等

シミュレーション：風気流、照明、温熱環境、人流、排煙等

構造解析ソフトと ソフト

設備 ： 等

統合モデル環境： ソフトでやるか、 、 等

連携 ・レンダリング環境： ３ 等

５
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周辺ソフトウェア５

基本習得メニュー例 専門習得メニュー例

干渉チェック

シミュレーション

各種シミュレーションソフト

ドキュメント

レンダリング

等

生成 等
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のワークフロー

国土交通省 建築分野における の標準ワークフローとその活用方策に関するガイドライン（第２版）

・設計と施工連携、維持管理者との連携

・実施設計での施工技術コンサルの導入によるフロントローディング

建物情報の管理・運用の国際基準：

・設計から施工・維持管理まで データを活用する場合には視野に入れる

・発注者・建物運用者・建物管理者の理解も重要

６
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のワークフロー６

：：事事業業計計画画のの検検討討・・立立案案

：：条条件件整整理理ののたためめのの建建築築計計画画のの検検討討・・立立案案

：：基基本本的的なな機機能能・・性性能能のの設設定定

：：機機能能・・性性能能にに基基づづいいたた一一般般図図のの確確定定

：：工工事事をを的的確確にに行行ううここととがが可可能能なな設設計計図図書書
のの作作成成

：：設設計計意意図図伝伝達達・・工工事事監監理理、、施施工工・・本本体体
工工事事のの引引渡渡しし、、本本体体工工事事のの維維持持管管理理・・
運運用用 作作成成

本本体体工工事事のの維維持持管管理理・・運運用用 引引渡渡しし、、
別別途途工工事事ななどどのの維維持持管管理理・・運運用用
デデーータタのの整整備備・・引引渡渡しし

：：維維持持管管理理・・運運用用
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のワークフロー６

データを活かす

面積や数量等

部材の情報

空間の情報

法適合情報
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ＢＩＭ講習会新規講習 17

日事連の取り組み

日事連では 啓蒙の取り組みを行っています。

・

下記も で紹介されています

・会誌（ コラム）

・ 説明会

・ イベント等

７
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日事連の取り組み（導入事例紹介）７
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最後に

・ の成果評価はなかなか難しい

→プロジェクトごとに を活用する目標を立てる

・ のコスト

→効果的に考える（絞り過ぎず、掛け過ぎず）

・ 人財

→属人的にならないように

→個社でなく業界全体で育成することも重要

・ サポート

→国も建設業界全体の生産性向上を推している

→業界各団体も 支援・ 環境の整備を行いつつある

８
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